
揺るぎない価値観を構える
世界に通用する個性的な温泉地づくり 長湯温泉
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自主研究報告
地域の哲学と観光のあり方に関する
インタビュー記録 

（大分県竹田市）

近年、世界的な規模で観光旅行市場が拡大し、地域における観光が果たす役割がより
重要になっています。新型コロナウイルス感染症の影響により、その流れは一時停止
したものの、回復の兆しが見込まれる今、改めて世界を意識した取組が求められてき
ます。今回は、長年、長湯温泉（大分県）で「内に豊かに、外に名高く」と世界を視
野に入れて温泉地づくりを進めてきた首藤勝次氏に、これからも生じるであろう社会
経済環境の変化をどのように受け止め、その中で画一化、均質化を避けどのように地
域の個性を磨いていくか。地域が明確なビジョンを持って歩むことの意義についてお
聞きします。
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　長湯温泉（大分県竹田市直入町）は、
九州本土の最高峰、くじゅう連山の麓に
ある久住高原に位置し、静かで小さな佇
まいの温泉街です。まちの中には芹川が
流れており、その周辺に炭酸泉が湧出し
ています。「ラムネ温泉」がその象徴で
すが、全身に気泡が付くことが特徴で
す。長湯温泉だけでも 50 数本の泉源が
あり、全ての泉源で炭酸水素塩泉の濃度
が 250ppm を超えています。ただし、
泡付きが見られるのはラムネ温泉だけで
す。
　1933（昭和８）年、九州帝国大学で
ドイツを中心とした炭酸泉の活用につい
て研究をされていた松尾武幸博士が、九
州の長湯温泉で炭酸泉が豊富に湧いてい
ることを知り、この地に足を踏み入れま
した。
　同年に作られた長湯温泉のパンフレッ
トでは、「西方独逸のカルルスバード、
東方日本の長湯温泉」と謳われています。

　松尾博士により長湯の炭酸泉は世界に
誇るべき温泉だと評価されました。それ
を受けて地域の人達が熱意を持って作っ
たのが、このパンフレットです。
　松尾博士は、同年に「飲んで効き、長
湯して利く長湯のお湯は、心臓胃腸に血
の薬」とも詠まれました。松尾博士は何
としてでも長湯温泉の炭酸泉を健康づく
りに役立てようとしたのです。ドイツで
研修したとおりに地元の方々にも療養泉

としての利用（入浴、飲泉）を提案し、
その効能を解明するための調査も示唆さ
れました。
　その後、実業家の御沓重徳氏は、松尾
博士の提案どおりにウサギを使った動物
実験を行い、炭酸泉の効能を科学的に実
証したのでした。

　松尾博士による評価は、それまで温度
が体温ほどで、冬場は非常に辛い、課題
の多い温泉だと思っていた地域の人々に
勇気を与えました。その後、長湯温泉に
は、九州大学の温泉治療研究所の分院が
建てられたという歴史もあり、温泉の医
療効果を追求してきたという歴史があり
ます【注１】。
　そうした歴史の中で最も重要であった
のは、地域が温泉地として今後どういう
取り組みをするべきかという目標を住民
が胸に刻んだということです。炭酸泉と
いう珍しい温泉を持っている、この炭酸
泉を大事にして、小さいけれど個性的な
温泉地づくりを進めていこうということ
を 90 年前に皆で確認をしたのでした。
　しかし、そのビジョンは戦争によって
消滅したのですが、地域遺伝子となって
浮遊していた。その遺伝子が時空を超え
て私の肉体に宿ったのでした。こうして
私たちは先人が夢見て憧れていたドイツ
を目指すことになったのです。

世界に誇るべき長湯温泉の炭酸泉

地域遺伝子に導かれて
ヨーロッパ、ドイツの温泉地へ

炭酸の泡につつまれるトマト
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長湯温泉のパンフレット（1933 年）



　1985（昭和 60）年に、入浴剤メーカー
の花王株式会社が実施した全国調査の結
果、長湯温泉が日本屈指の炭酸泉である
ということが判明しました。
　その後、1989 年（平成元）年に、ヨー
ロッパの温泉地を見聞してみたいと、ふ
るさと創生の資金を活用して、ドイツに
渡りました。そこで見たドイツの実態が、
その後の長湯温泉の方向性を決定づけた
と言っても過言ではありません。炭酸泉
は、飲んでよし、入浴してよし、という
名言を生み出した松尾博士の言葉の通り
であったということを確信しました。こ
の体験を経て、外湯巡りの文化と、温泉
を飲む飲泉文化を再構築してみようと立
ち上がったのが約 40 年前でした。
　この時、私の背中を押したのは、父親
の口癖であった「未来を語る者は世界を
見ておかねばならない」という言葉です。
チャンスがあれば世界に飛び出せという
この言葉は、企画者としての私の胸に刻
まれていました。

　炭酸泉の利活用をドイツに学び、出て
きたテーマが「世界に通用する個性的な
温泉地づくり」でした。ここでは、３つ
の温泉地を紹介します。
　バート・ナウハイム（ヘッセン州）は、
世界最古の温泉療養地といわれていま
す。ヨーロッパの温泉療養に保険が効く
という最盛期に温泉療養に取り組み、立
ち上がってきたまちです。しかし、ドイ
ツの保険制度が崩壊したと同時にまちは
衰退しました。温泉療養に真面目取り組
んだがゆえに病気の人たちのまちという

イメージとなり、保険制度の崩壊後に、
まちが 40 億円で売り出されるという悲
しい歴史を持っています。
　バーデン・バーデン（バーデン・ヴュ
ルテンベルク州）は、ヨーロッパといわ
ず世界を代表する温泉リゾート地です。
カジノの収益の半分が観光振興のために
使われているという非常に素晴らしい仕
組みを持つまちでした。橋や公園などは、
超一流のセンスでつくられています。素
晴らしいのは、混浴のフレードリッヒ浴
場など世界に通用する古典的、歴史的な
ものを残したうえで、今にどう生かすか
ということを考え、新たな温泉施設カラ
カラ浴場を建設するなどリゾート地とし
て成功を収めています。
　バート・クロツィンゲン（バーデン・
ヴュルテンベルク州）は、温泉療養とリ
ゾートの両方を理想的なバランスで、つ
まり病気の療養だけでなく楽しみも含め
た温泉地として邁進してきたまちです。
環境の整った素晴らしい温泉地で、人口
が約２万人近くに膨れ上がりました。竹
田市の姉妹都市で、2019（令和元）年
に国際交流 30 周年を迎えました。これ
まで 850 人以上の市民がお互いのまち
を訪れてホームステイをしています。私
たちは、向こうのクアハウスを体験しな
がら温泉療養を学んできたのです。

　３つの温泉地から教わったことは、バ
ランスのとれた療養、リゾートの両方の
魅力が必要ということです。バートナウ
ハイムのように温泉療養だけに取り組ん
でいると、申し訳ないですが病人のまち
になってしまうということを彼らが教え
てくれました。一方で、活気だけで上手
くいくかというと違います。バーデン・
バーデンも男女混浴の伝統浴場をしっか

未来を語るものは
世界を見ておかなければならない

世界に通用する
個性的な温泉地づくり

バランス、複眼思考への
意識の芽生え
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り維持しながら、世界の人達が勉強だけ
ではなく、身体を良くしたりカジノを楽
しんだりというバランスを持ったまちと
して発展しています。
　この３つの温泉地を見るにつけ、日本
の温泉地、特に長湯温泉は一体どういう
方向を選ぶのか。それがこのとき受けた
一番の課題であり、これから先、温泉地
としてどのような目標やビジョンを持っ
て進むべきかを暗に示してもくれまし
た。ドイツの温泉地は、規模は小さいな
がら、街づくりも泉質活用も、歴史も文
化もそれぞれ違い、皆個性的でした。そ
れが私たちの「世界に通用する個性的な
温泉地づくり」というテーマに結び付い
ていったのです。そして、30 年の月日
が経ち、長湯温泉は今一つの目標、ビジョ
ンを達成しようとしています。

　実は３つの温泉地以外にチェコのカル
ロヴィ・ヴァリ【注２】やマリアーンス
ケー・ラーズニェ、それからハンガリー
のブダペストの温泉地も回りました。カ
ルロヴィ・ヴァリには、非常に素晴らし
い飲泉施設（コロナーダ）がありまし
た。その前で現地の人から言われた言葉
が衝撃的でした。「あなたたちはこんな
ものを見て驚いているのか。経済大国の
日本人がこんなものを見て観光している
のか」と。もちろん皮肉です。彼らが何
を言いたかったかというと、「私たちは
残すべきは何か。後世に伝えるべきは何
かということをしっかり意識している民
族なんだ。あなたたちはどうなんだ。公
共事業も公共施設も全部そうだが、私た
ちは目先の発想で安易な作り方はしない
んだよ」ということ。つまり、私たちは
彼らから後世に何を残すか、何を伝える
かという理念や哲学をしっかりと持てと

教わったのでした。

　帰国後、外湯めぐりの文化を再構築す
るために取り組んだのが温泉療養文化館

「御前湯（ごぜんゆ）」の建設です。

　川の風景を活かした素晴らしい建物
で、飲泉文化を取り入れながら進めまし
た。長湯温泉が湯治場として栄えた時代、
温泉場には、建物の雰囲気も、温度も異
なる３つの外湯がありました。外湯をめ
ぐる楽しみは温泉地ならではの文化であ
り、その楽しみを盛り上げたのが、居酒
屋や土産屋などの温泉街を形成する商店
街でした。浴衣姿で外湯めぐりを楽しむ
文化こそ、長湯温泉の伝統であり個性で
あったのです。 
　バート・クロツィンゲンとバートナウ
ハイムは、御前湯に世界最古の療養の湯
船や風見鶏をプレゼントしてくれまし
た。御前湯は、1998（平成 10）年の
開業で四半世紀を迎えます。新型コロナ
禍がありましたが、年間 10 万人を超え
る入場者数を誇っており、13 人の雇用
も確保しています。地域に与える経済効
果や知名度の向上に関して、今も大きな
力を発揮してくれています。
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地域の哲学―残すべきは何か、
後世に伝えるべきは何か

外湯めぐりの文化と
飲泉文化の再構築

御前湯（1998 年開業）
・象設計集団 富田玲子氏設計
・大浴場・露天風呂、休憩室、喫茶室、温泉利用相談室など



　 私 は、 御 前 湯 の 初 代 館 長 を 務 め、
2001（平成 13）年に直入町役場を退
職して挑戦したのがラムネ温泉館【写真
４】の建設です。テーマは「茶室風呂」。
これもそれなりのストーリーがありま
す。2005（平成 17）年の開業で、小
さいけれども年間 7 万人から 8 万人の
入場者数があります。

　観光と商業、さらには農業との均衡あ
る発展へとつなげるためには、複合的に
企画し、複眼思考を持った横断的体制を
整え、地域全体で受入環境を整えていく
ことが重要です。御前湯には食堂、レス
トラン、売店がありません。利用者は近
くの食堂から出前された食事を楽しむこ
とができます。ここには、過去の日本の
温泉地における反省点が生かされていま
す。公共の施設が地域にある機能、例え
ば、食堂やレストラン、土産品の売店な
どと共存できるシステムを採用すること
が、地域の経済活動を元気にし、温泉地
が風情ある姿であり続けることにつなが
るという原点です。設立した出前組合に
よる出前システムが上手く機能したこと
により、地域の小さな食堂に元気が出て
きましたし、御前湯には手数料が入って

います。館内には土産品の売店がないこ
とから、近くの商店が相次いで店舗改装
するなど、温泉街に活気が蘇えっていき、
旅館も宿泊客に外湯を紹介するなど人々
の意識も大きく変わっていきました。

　私は、行政、民間、県会議員、市長と
いろいろな立場で温泉文化を基軸にした
地域振興なり温泉地づくりに取り組んで
きました。長年いわゆる文化行政を標榜
してきたのです。そこには「文化は時空
を超える」という信念があったからです。
日本人が構築してきた温泉文化は、世界
に冠たるものだと思っています。長湯温
泉には、昭和初期の文人たちが来たとき
の作品群や小説など、いろいろなものが
ずっと今に息づいて、それらが今でもこ
の地で花開いています。建物が古くなっ
て味の出るものもありますし、無くな
るものもありますが、文化というものは
しっかりと受け継いでいくと地域の大き
な財産にもなりますし、未来への宝にも
なります。そのことも教えられながら走
り続けてきました。

―温泉資源を活用した「予防医療・健康
づくり」×「新たな観光振興」の複眼思
考で取り組む画期的なシステムのきかっ
けは。
　今から 30 年前、ふるさと創生のとき
に使われたキーワード「自ら考え自ら
実践する」という言葉が背景にありま
す。つまり地方自治体が国に頼らず自分
たちで考えよということです。だからこ
そ、政治や政策が重要視されなければい
けないと思います。先進性を持って地域
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ラムネ温泉館（2005 年開業）
・建築家・建築史家 藤森照信氏設計
・大浴場、家族風呂、待合室、美術館

地域にある機能と
共存できるシステム

文化行政を標榜
―文化は時空を超える

理念を具現する社会システムを創る
―日本初の温泉療養保健システム



が決めて進めていけばよいのです。私は、
2009（平成 21）年に竹田市長になり、
２年後に日本初の温泉療養保健システム
を導入しました【注３】。市内に宿泊する
人を対象にパスポートが発行され、一定
の条件を満たして所定の手続きを行えば
温泉療養保健システムに基づく保健適用
が受けられます。市内の宿泊施設に半年
以内に延べ３泊以上宿泊し温泉療養をす
れば１泊に付き 500 円を竹田市から給付
金を支給するということにしました。

　大阪観光大学の調査により、同シス
テムの導入は地域経済に対して投資額
の 20 倍の効果をもたらすことが実証さ
れました。効果があるということで、こ
こで改めて入湯税を活用するという政策
が浮上してきました。入湯税の活用の１
つに観光振興があり、これを通じて、国
民の健康づくりをしたら温泉は面白いぞ
と。同システムを通じて、「入湯税を長
期滞在や療養健康づくりを後押しするた
めに使う」という立場を明確に打ち出し

ました。2014（平成 26）年度から今
日まで竹田市はこの入湯税を原資に同制
度を運用しています。 

次の振興策を打てる政策展開をする
　入湯税の 95％以上は外から泊まりに
来た人から徴収する税金です。市民の懐
にはほとんど影響はないのです。他所か
ら得た財産を活かしてもう１度観光振興
や健康づくり、そして温泉地づくりに還
元する。そんな新しい発想の政策展開に
役立てるというのが公共団体の使命では
ないかと思っています。そういった意味
で、次の戦略にそれを活かすということ
が同システム導入を通じて明確化され始
めました。経済効果を生み出すのであれ
ばぜひ実施していったらいいという結論
にもなるわけです。
　保健制度の実績として、2011（平成
23）年度から毎年の申請者数が分かっ
ています。2016（平成 28）年は地震
の影響を受けて少し下がっていますが、
多くの方々が同制度を利活用してくれて
います。今では、年間1200冊のパスポー
トが発行されています。そのことから、
外から来た人にとって利点があるのと同
時に、こういうシステムこそ全国に先導
的に広がって国民の健康づくりに寄与
されなければならないと思っています。
年々その利用者が増えており、スポーツ
合宿や様々な方が「どうせ行くなら温泉
地でこの療養をやろう」という風潮も生
まれ始めています。
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理 念
地域資源である温泉を生かした健康づくりや予防医療の仕組みを整えながら、同
時に観光を推進し、広域連携や長期滞在により首都圏からの移住・定住をすすめ
経済の浮揚を図る。

システム

①市内の対象宿泊施設（温泉付き）に半年間で延べ３日以上宿泊する
②市内の対象宿泊施設（温泉なし）に半年間で延べ３日以上宿泊し、立ち寄り湯
に宿泊日数の半数以上入浴の人が対象となる「温泉療養保健パスポート」を発行。
1泊に付き 500円、1回の立ち寄り入浴に付き 200円の助成が受けられる。パ
スポートは市観光ツーリズム協会など 3カ所で発行、費用助成には申請手続きが
必要となる。

温泉療養システムとは



　温泉の利活用には、外からの滞在者と
市民の両者を対象にどのようなシステム
つくるかという２面性があり、その両面
に力を入れていかなくてはなりません。
温泉を活用してどのように市民の健康増
進を図るか。温泉に入って本当に健康づ
くりができるのか。この命題に竹田市の
保健師が一生懸命頑張って取り組んでく
れました。国民健康保険に加入してい
る、いわゆる運動をしたり温泉に浸かっ
ている人たちと、全くそうでない人たち
の１人当たり医療費の差を調べました。
３ヶ年間、同じ人を追跡調査した結果、
2011 年と 2014 年では、高血圧治療者
で入浴していろいろ運動している人たち
の医療費はほとんど増えなかったのです
が、運動しない、温泉療養しないような
人たちは、38 万円から 57 万円と医療
費は 2011 年比で 50％増えました。ま
た、糖尿病治療者に関しては、何もしな
い人たちの医療費は 49 万円から 54 万
円に上がりました。ところが運動してい
る人は 43 万円から 39 万円と下がって
おり、温泉は健康づくりに寄与できてい
るのだということを市の保健師が証明し
てくれました。これによって、竹田市は
健康づくりや福祉の関係で全国一番の評
価をいただきました。

　こうした長年の取組により、2016（平
成 28）年には、NPO 法人日本ヘルス
ツーリズム振興機構主催の第８回のヘル
スツーリズム大賞（団体部門）を受賞す
ることができました。そして、2018 年
度には、ヘルスツーリズム認証制度の第

１期として、竹田市観光ツーリズム協会
の健康増進プログラム「こころ・からだ・
よみがえる健康ながゆ旅」が認証されま
した。
　2015（平成 27）年には、合併した
竹田１市３町全域に温泉があるというこ
とで、環境省から「竹田温泉群」として
国民保養温泉地の拡大指定もいただきま
した。市全域でこの指定を受けことだけ
でなく、自分たちの誇りだと市民に思っ
ていただいたという意味で拡大指定は非
常に影響の大きいものでした。
　同じく 2015（平成 27）年には、エ
ビデンス調査を行っています。（一財）
日本健康開発財団と慶應義塾大学先端生
命科学研究所連携のもと、産学官連携に
よる長湯温泉の飲泉エビデンス調査を行
いました。長湯の温泉水を飲むことで日
常の血糖状態が改善され、糖尿病の予防
効果が期待されることが明らかとなりま
した。
　療養を推進するために大切ことは、「本
当に温泉が体に効くのか」というエビデ
ンスをしっかりと構築しなければいけな
いことです。私たちが目指すのは、本当
の意味での温泉であり、地域資源を活用
した国民の健康づくりをどのように普及
できるかということです。そのための成
功事例を学ぶため、イタリアのアバノに
も行ってきました。アバノは、エビデン
スを蓄積し国家予算を予防医療に使うシ
ステムを構築しています。このような事
例をもって、国家戦略として本当の意味
で国民保養温泉地が国民のための健康づ
くりに寄与することを狙っていくべきだ
と私は思っています。

　2017（平成 29）年には、厚生労働
省から温泉利用型健康増進施設（連携型）
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住民の健康づくり
―保健師による証明

外部評価の受賞と
エビデンスの蓄積

健康増進施設の連携による
温泉利用



に認定されました【注４】。
　一定の条件はありますが、所得税の医
療費控除の対象となります。（一財）日
本健康開発財団をはじめ、NPO 法人健
康と温泉フォーラムの方々のアドバイス
をいただきながら、まさに温泉が健康に
よいのだという基礎づくりに取り組んで
きました。
　（公財）Ｂ＆Ｇ財団からは、運動施設
Ｂ＆Ｇ直入海洋センター体育館をスポー
ツジムのように改造するために補助を出
していただき、施設を充実させていただ
きました。その結果、御前湯とＢ＆Ｇ体
育館をコラボさせて連携型で認定を受け
ることができました。認定されたことを
受けて、御前湯内に「温泉利用相談室」
が設置され、専門のスタッフが健康増進
プログラムを提供しています。

　クアオルト構想【注５】を進めるうえ
で大切だったことは、炭酸泉を活かすた
めに、人材育成、エビデンスの蓄積をす
ること、中核の拠点施設を持つことでし
た。そして、2019 年６月に、中核の拠
点施設としてクアハウスが 10 年以上の
夢を超え出来上がりました。温泉療養複
合施設「クアパーク長湯」は、健康、美容、
リゾートなど、多様なニーズに応えられ
る施設で、温泉棟、レストラン棟、宿泊
棟で構成されます。
　温泉棟は、湯中運動が可能な浴槽や
50m の歩行浴を備えています。建設費
５億円のうち２億円は地方創生の拠点施
設の整備交付金を活用しています。そう
でなければこのようなものは作れませ
ん。温泉を活用した健康づくりを今やら
なければ、本当に医療費が膨大に膨れ上
がります。病気になってからでは遅いの
で、病気になる前の予防医療としてこの

ような戦略をぜひ日本で広めていくべき
だという話をし、おかげでこのような施
設が出来上がり、非常に有意義に活用さ
れています。

　ホットタブという会社（正式名称株式
会社ホットアルバム炭酸泉タブレット）
は素晴らしい入浴剤を作っておられ、特
許も取っています。同社が指定管理を受
け、クアハウスの宿泊棟とレストラン棟
も同時に運営しています。こちらは長湯
温泉の聖地として温泉資源を健康づくり
に役立たせるということを日本全国、世
界に向けて発信していく施設に育ちつつ
あります。
　人生育成については、有資格者やイン
ストラクターの養成を複数年掛けて進め
ました。竹田市には温泉入浴指導員が
96 名、温泉利用指導者５名、総合イン
ストラクター（竹田市独自）が 52 名い
ます。参加者は温泉の効果を全て体得し
て免許をとっていくので、そのような施
設と人材の育成がうまくマッチングして
いくと、小さくても世界に通用する個性
的な温泉地づくりが必ずできるはずだと
確信しています。このようないくつもの
支流が束になり、30 年来のテーマが一
つひとつ実現しようとしています。
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保養地の中核となる
拠点施設の整備

クアパーク長湯（2019 年開業）
・建築家 坂茂氏設計
・運動浴のできる温泉棟、レストラン棟、コテージタ
イプの宿泊棟を併設



―ここまで過去の取組を振り返ってきま
したが、長い年月を掛けた取組の支えと
は何だったのでしょうか。
　最近は多くの人たちからそんな質問が
投げかけられますが、私はいつも胸に刻
んでいる言葉を紹介します。そのストー
リーはこうです。1963（昭和 38）年
に長湯温泉は泉源の枯渇現象が起こり、
お湯が出ない時期がありました。なんと
か地下を掘って温かい温泉を得たいと、
ある男は望みました。彼は地域の不安の
声を受けながらも源泉を求めて初めての
ボーリングを導入しました。
　そして、半年後に 91m という深さで
50 度を超える高熱泉を掘り当てたので
した。私は当時 10 歳でしたが、そのと
きの光景が今でも目に焼き付いていま
す。村人皆から批判を浴びましたが、そ
の温泉が湧いた翌日、今まで批判してい
た人達が両手に卵を持って「おい、長湯
でも温泉卵ができるぞ」と言って喜んで
駆け寄っていました。その数日後、その
男は日記に書いていました。「よかった。
これで村の人達もわかってくれたと」。
そして彼はこういう一行を添えていま
す。「誰もやっていないことに立ち向か
う時、大切なのは夢のある展開を信じる
ことであり、失敗を恐れて批判家になっ
ている者の言動に左右されないことであ
る。歴史という道は言った者ではなく、
やった者の跡にこそ残って消えない」と。
本当に胸熱くなりました。挑戦したその
男こそ、私の父親である首藤作平でした。
私もいろいろな試練がありましたが、命
懸けで自分ができる範囲のことに挑戦し
てきました。その結果、長湯温泉の炭酸
泉は本物で本当に素晴らしいと全国に認
められ、より良い泉質を持った温泉地と

して長湯温泉は生まれ変わっていきまし
た。
　今を生きる私達が一致団結して情熱を
持って、世界に通用する個性的な温泉地
づくりに取り組んでいる姿を見たら、父
親はもちろん、地域に生きた先人たちは
きっと喜んでくれるでしょう。これで未
来の子供たちに大きな夢を授けることが
できる。今はそんな思いでいっぱいで
す。まさに温泉の新時代を拓く。そのよ
うな精神、ビジョンを掲げながらこれか
らも勇気ある挑戦をしていきたいものだ
と思っています。

―コロナ前の時代にインバウンドを節操
もなく取り込むことについて、地域の大
切なものが失われるという点からその危
険性を指摘されていました。
　情報不足や感性の問題もあると思いま
すが、ものの考え方がグローバル化して
いないのが一番の問題だと思います。グ
ローバル化してないから、ローカルの強
化ができていないのです。ただ海外に行
くのではなく、ものを見る視点を養うこ
とが重要です。世界に通用するものを探
し、自分たちのまちの価値、立ち位置を
知るべきです。海の向こうを見て、異国
を見て、異国の文化に触れることで初め
て、自分たちが暮らしている土地の素晴
らしさ、自分たちが持つ力に目覚めるの
です。自分たちのまちに何があって、何
を誇るべきなのかということを知ってい
る住民は自信があり強いです。国際的視
野に立った、個性が光る温泉地づくりを
目指すコンセプトが決まってからは、急
激にエネルギーを持って施策を展開でき
るようになりました。
　インバウンドについては、全く意識し
てないわけではないです。ただ、そのた

誰もやっていないことに立ち向かう時、
大切なのは夢のある展開を信じること

ローカルを磨くための
グローバルな眼
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めにといって「本体が揺さぶられるよう
な戦略」を取ってはならないということ
は貫いてきました。だから、インバウン
ドに迎合したり、らしい建物を建てたり、
らしい金額で誘客をしたりというような
ことはないです。長湯というのは、来て
みたら気持ちがいいし、癒やされますよ
ねというのを、いかに自分たちの身の丈
に合ったサイズで無理なく継続させてい
くか、これが一番大切なことです。
　新型コロナによって、例えば、別府、
由布院、黒川など、近隣の温泉地ではイ
ンバウンドが完全にシャットアウトされ
ました。その地域の人々が本当に困って
いる姿も見てきました。ただ、長湯温泉
の場合は、一時インバウンドが入ったと
いうこともありますが、それはほんの一
時的なことです。私たちの地域はインバ
ウンドで経済を確立していくというやり
方は通用しないだろうと思っています。
個人やファミリー、仲間で来てくれる欧
米の方々は日本の景色や自然環境を楽し
みながら温泉地で滞在するというイメー
ジを描いています。ただし、これからは
日本人の高齢化と旅行スタイルの変化に
よって、昔のようにお客さんを確保する
ことができない状況が見込まれるので、
それなりの工夫はもちろん必要だろうと
は思います。

　文化といえば、やはりアカデミックな
刺激は大切です。温泉地にはそれなりの
人たちが訪れてきてくれています。小説
家であれ、画家であれ、たくさんの文化
人たちが来てくれている、その足跡を見
ていただくというような場づくりをして
います。
　例えば、B・B・C 長湯に林の中の小
さな図書館を設けたり、図書館のホール

を彫刻家のアトリエ的な空間にしたりし
ました。ラムネ温泉館では、２階に美術
館を設け、川端康成、田能村竹田（南画
の大家）などの文豪や画家の作品群を展
示し、連綿と続いてきた歴史を皆さんに
お伝えしています。
　こうした場で滞在したり、湯上がりを
するときに、ほっと一息入れて堪能でき
るというのは、いい空間だということで
す。そういった意味では、「振り返れば
未来」ではないですが、未来への方向が
見えなくなってきたら一度、過去を振り
返ったらいいと思います。また、過去の
人たちが誰を迎え入れてきたか、皆さん
が温泉地でどのような楽しみを感じてい
ただいていたか、その原点を守っていけ
ば、長湯らしさは失われずに構築されて
いくだろうと思います。

　かってのディスカバージャパンには功
罪があったのだと思いますが、多くのお
客さんが集まるからということで、それ
まで培ってきた温泉文化を全部削ぎ落し
て温泉地が大変貌を遂げていったという
時代が過去にありました。それが我が国
の少子高齢化に伴う観光客の高齢化によ

長湯らしさ―過去の人たちが誰をどの
ように受け入れてきたかの原点を守る

自らの文化を再認識することなくして、
流行りに迎合してはいけない

B・B・C 長湯（2008 年開業）
・５棟 6 室（離れ 4 室、洋室 2 室）
・林の中の小さな図書館（山岳図書 1 万 3 千冊）を併設
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りだんだん温泉地が寂しくなってきた時
点で今度は外国人を呼び込んでいこうと
いう手法に変わり始めました。これも非
常に上手くいっていましたが、今回のコ
ロナ禍で全くの崩壊状態になりました。
コロナ禍では、温泉地で仕事をしません
かなどと呼びかけて、ワーケーションや
テレワークなどを基軸にした売り出し方
に移行していきました。
　しかし、考えてみると、そこには一番
大切な温泉地の誇り、文化を一体どのよ
うに捉えてきたのかが欠落してきた気が
します。それぞれに対応していこうとい
う発想はもちろん大事ですが、自分たち
が日本の温泉を好む民族として「何を求
めてどのような癒しを欲しているのか」
という軸、価値観をしっかり構える必要
があるかと思います。
　自分達にしか築けない個性を見出し、
時代を超えて人々が豊かになったり幸せ
を感じたりするということを軸にして温
泉地づくりをしたら、外部要因に揺さぶ
られずに日本の誇りある温泉地づくりが
できるのではないでしょうか。自らの文
化を再認識することなくして、流行りに
迎合してはいけないです。社会的ニーズ
への対応という視点は保持しつつも、自
らがトレンドの発信地となりうる作業を
重ねて、個性に磨きをかけていく姿勢こ
そが温泉地として時代を越える魅力を創
出できるものと考えます。

―今後の長湯温泉での展望をどのように
描いていますか。
　私個人にしてみたら、先ほどお話しし
た昭和初期のドラマから、私が取り組ん
できた 40 年以上の間にある小さなドラ
マの積み重ね、人との出会いの積み重ね、
そういうものをずっと記録に残したり、

エッセイに書いたりしてきました（プロ
フィール参照）。私の座右の銘は「有由
有縁（ゆうゆゆうえん）」です【注６】。
温泉地のことや、訪れてくれた人たちの
ことを面白いエピソードを添えて書いて
います。それは物語なのです。
　しかし、ストーリーを書いただけでは
なく、そのストーリーをどう物語るか。
つまり、ストーリーテラーとしての役割
を果たす人がいないと、なぜここはドイ
ツと交流しているのか、ドイツの標識が
あるのかなど、そういったことを正確に
しっかりと伝えられる手段を失くしてし
まいます。だから、ストーリーテラーの
存在を意識しなければなりません。

　炭酸泉だからこそ設定できるテーマ
は、いわゆる健康と美容です。今、（一社）
竹田市健康と温泉文化・芸術フォーラム
では、都会で病んだ人たちがここでリフ
レッシュしながら仕事もできるプログラ
ムづくりに取り組んでいます。テレワー
クやワーケーションと皆言っています
が、長湯温泉ではずっと以前から、それ
は湯治の一つのスタイルだったと思いま
す。昔は１週間も１カ月も滞在する方々
がおられました。そういう人たちのニー
ズに応えられるのどかさが温泉地にはあ
るのです。
　長湯温泉の中心部は、人口 150 人く
らいで高齢化が進み、空き家、空き店舗
が増えています。これらをどのように自
分たちの財産として取り入れることがで
きるか、という発想と戦略が求められて
います。長湯温泉では、地域の空き家や
空き店舗を長期滞在の拠点として蘇らせ
ようと、あるべき姿や仕組みを検討して
います。イタリアでは、アルベルゴ・ディ
フーゾという分散型の宿も誕生していま

正確にしっかり伝えられる
ストーリーテラーが必要

暮らすように滞在する
システムづくり
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す。新たな動きとして「暮らすように滞
在する」旅のスタイルが出てきています。
長湯温泉にある空き家を１軒ずつしっか
りと住めるような形にして、滞在の貸家
として、例えば、１人１泊 2000 円の
料金設定にすれば１カ月滞在しても６万
円です。立派なホテルの１泊と同じ金額
で１カ月間、滞在できるわけです。あと
は、食べる所や楽しめる所を周りに少し
ずつ増やしていくと、地域経済の発展に
もつながっていきます。それをシステム
化したいと思っています。

　地域づくりも温泉地づくりも、それか
ら人生においても、目標がなければチャ
ンスが見えない、ビジョンがなければ決
断できません。逆を言えば、目標を持っ
た町、ビジョンが描ける町がいかに揺る
ぎなくその歩みを進めることができるか
ということを知りました。そんな一歩一
歩を、積み重ねてきたなと振り返ってい
ます。世の中の流れや経済状況は変わっ
てきました。ただ、長湯という小さいな
がらの温泉地では、何を基軸にどのよう
な目標とビジョンを掲げて歩むべきかと
いうことは全く揺らいでないです。
　世界有数の温泉大国日本には 3000
か所の温泉地があります。恵まれた性質
を持った温泉が湧き出ている地域で、生
活者の目線、訪問する人たちや滞在者の
目線で、本当に心身共に癒やされる場づ
くりがどうあるべきかを、一つずつ確認
しながら新たな潮流、温泉新時代を全国
の温泉地と築いていきたいと思います。

　　　　　2022 年 10 月 19 日
　　　　　大丸旅館・茶房川端家にて

【注１】温泉治療研究所の分院の所長を務め
たのは、長湯温泉にある伊藤医院の故伊藤
孝氏である。炭酸泉で研究を行い、博士号
を取得された。

【注２】カルロヴィ・ヴァリは、ドイツ語名
カルルスバート。経済が破綻した東欧諸国
の中で、コロナーデ（飲泉場）を守るため、
皆食べるパンの量を半分にして税金を納め
守ってきた結果、今なおこういう姿で世界
に誇ることができるということであった。

【注３】健康づくりという点から、保険で
はなく保健を使用。2011（平成 23）～
2013（平成 25）年の 3 ヶ年間は、入湯税
の活用を視野に入れていたが、有難いこと
に国の支援（厚生労働省、総務省）を受け
スタート。

【注４】厚生労働省が定める一定の基準を満
たし、温泉を利用した健康づくりを図るこ
とができる施設。認定施設を利用して温泉
療養を行い且つ幾つかの要件を満たしてい
る場合には、施設の利用料金施設までの往
復交通費について所得税の医療費控除を受
けることが可能。

【注５】クアオルトとは、ドイツ語で療養地・
健康保養地を指す。

【注６】ノーベル賞作家である川端康成氏が
残した言葉。「人と人、人とものごととの出
会いに偶然はない。すべて理由があって縁
を授けられているのである」という意味。

《取材後記》
　本取材は、自主研究「責任ある観光に
関する研究」の一環として実施しました。
インバウンド需要が急速に回復し、観光
の正負の影響が顕在化する中で、どのよ
うな行動を取っていくべきか。その判断、
決断の基軸となるのは、地域の目標、ビ
ジョン、観光に対する価値観だと思って
います。本体が大きく揺さぶられないよ
う、地域の意志や望ましい観光のあり方
を明確にしていく地道な積み重ねが中長
期的には必要です。

目標がなければチャンスが見えない、
ビジョンがなければ決断できない

12
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小さな温泉地の奇跡は続くのか
　このたび公益財団法人日本交通公社の観光研究部に所属する後藤健太郎
さんから受けたインタビュー記事を編集させていただいた。
　後藤さんとは私の市長時代から温泉地の未来について語り合ってきた仲
であり、気の置けない友人の１人でもある。
　さて。国内に 3,000 か所あると言われている温泉地の、特に山間部に位
置するエリアの将来は楽観を許さない状況にある。その最たる要因は、少
子・高齢化・過疎化の波が高く押し寄せていることにある。
　インバウンド戦略だけで復興が果たせるわけでもなく、ワーケーション
やテレワークに頼ろうとする流れも大きな不安を伴う。そこには、地域交
通の整備という難題が横たわっているからだ。
　では、これらの小規模の温泉地の再興は図れないのか。私はこれまでの
思考回路を変えれば、むしろ再興の可能性は大きいと考える人間の１人で
ある。
　その手法とは何か。このインタビューのまとめとして、その将来展望を
書き添えてみたいと思う。

インタビューを終えて

人口3千人足らずの温泉地が年間7万人から10倍の70万人
の観光客を記録した。御前湯効果は大きく、22年間で 250万
人を超えた。（2020.10.29）まさに、寒村の奇跡と言われた。

（一社）竹田市健康と温泉文化・芸術フォーラム
理事長 首藤　勝次
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　イタリアで発祥のアルベルゴ・ディフー
ゾは、つまり分散型ホテルでの滞在を基
軸にしたものであることはすでに述べた
とおり。ただ、それをコピーしたままで
地域に導入しても無理がある。大切なの
は、小規模のホテルを地域内に分散する
として、どういう魅力を創出できるかに
ある。イタリアでの成功例は、その地域
の自然環境と空き家の魅力、さらにはレ
ストランや土産品店なども含めて個性的
な空間を作り上げることにあったという
点を見逃してはならない。
　イタリアの成功事例を作り上げたのは
巨額の遺産相続を受けた若者だった。3
億円から 4 億円のお金を得た彼は、ど
んな社会貢献ができるのか。自分の人生
に価値ある作業になるビジョンを求め続
けてある集落に足を踏み込んだとされ
る。（島村菜津さんの著書から）
　彼の理念とセンスが見い出した力のこ
とを見逃してはならない。空き家になっ
ている家の空間に、「改修すれば必ず人々
は魅せられる」と確信した力のことだ。
一流のセンスある改造計画が背景にあ
る。私の友人であるアレックス・カー氏
が四国の祖谷で空き家を改修して多くの
外国人に注目されたケースに良く似てい
る。

　アレックス氏との出会いは私の市長時
代だからもう 10 年ほど前になる。私が
大きなヒントを得た時期である。つまり、
その時からすでに竹田市における空き家
の激増ははじまっており、だから『農村
回帰運動』や『アーティストたちの誘致』
による移住定住戦略と空き家活用に乗り
出していったのだ。
　個人的には、転出したりで空き家になっ
た物件の処理を依頼されることも多かっ
たから、それらの物件を無償でいただい
たり買い取ったりしてきた。そして、最
低の補修を施し、近い将来の構想に備え
てきたという経緯がある。
　加えて。ここがポイントなのだが、私
は国や地方自治体が空き家対策に乗り出
すとしてもその利活用が明確でなければ
費用対効果は望めないということに気付
いていた。そして、国はその解決策を財
政が硬直している自治体に委ねるよりも
柔軟に対応できる民間、それも地域貢献
を目的に活動できる法人、たとえば一般
社団法人や NPO 法人などに補助をする
傾向になるだろうと予測していたのだ。
だから、市長を退任する１年前から民間
人による法人組織を立ち上げた。それが、
一般社団法人の竹田市健康と温泉文化・
芸術フォーラムだった。
　今、私はその代表を務めているが、地
域内に 8 件の空き家を確保した。無償譲
渡を受けた物件や 50 万円、100 万円と
安価で譲ってもらった物件ばかりである。

　さて。長湯温泉の中核エリアは現在
150 人ほどが暮らす。この 20 年でその
数は半分ほどになってしまい、さらにこ
れからの 10 年でその人口はさらに半減
するだろうと推測できる。特徴的なのは、
これまで以上のスピードで空き家が増え
ていくことである。島村菜津さんの著書。

長湯版
アルベルゴ・ディフーゾ構想

『すみくら』
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　普通ならば、空き家ばかりになって
廃墟と化する温泉地のことに結び付け
るのだろうが、私たちはむしろそのこ
とを逆手に取って地域振興に結び付け
ることができると自信を持っている。
なぜなら、その空き家を貸家や貸間の
ある家として活用できるからだ。
　この展望を私の後継者たちは「すみ
くら」（仮称）と名付けて構想を描いて
いる。そして、無償で取得した旧郵便
局を事務所にしてシステムを作り上げ
つつある。
　しかし、課題は少なくない。空き家
の改修に係る経費のことだ。小さなホ
テル・旅館という位置づけにするのも
いいけれど、私たちの構想は貸家と貸
間。つまり、数日間から半年ほどを想
定して自主管理してもらう。ベットな
どの寝具やテレビ・冷蔵庫・空調など

に加え、インターネット配信も可能す
るという程度が一番かと。これだと 1
日に 3 千円程度で提供できる。利用者
は 10 日間で 3 万円だし、貸し付ける側
も普通のアパート代を 10 日間で稼げる
というわけだ。そして、肝心なのが外湯。
幸いに、このエリアには透明な天然炭
酸泉を満喫できるラムネ温泉館や日本 3
大公衆浴場とされる御前湯や 200 円で
利用できる市営公衆浴場も完備されてい
る。近くには有名な鍼灸院もあるし、すっ
ぽん料理や鯉料理が得意な大衆食堂もあ
るという具合だ。
　小さいけれど、アカデミックな山岳図
書館や川端康成・高田力蔵の常設展や日
本を代表する彫刻家の展示室もある。

　さて。これらの構想を支援する国の動
きも本格化してきた。
　いま、私たちの計画を応援してくれて
いるのは国土交通省の『空き家対策モ
デル事業』である。地域との協働事業
を展望して、作家の森まゆみさんとイタ
リアのアルベルゴ・ディフーゾを紹介
してくれる島村菜津さんのダブル講演会
などのソフト事業の支援、さらには事務
機器などのリース費用の補てんなどには
10/10 の補助金が充てられ、事務所改
修などにも 1/3 が補助される。総額で
500 万円程度だが、これに加えて、中
小企業庁の管轄する事業再構築事業の補
助金などもある。
　一方、県や市町村にもそれぞれ支援事
業が予算化されているが、取り組みに対
する支援には温度差がありそうだ。
　敢えて申し上げれば、空き家対策の妙
案を生み出す政策がないからだと考え
る。だからこそ、ビジョンを持った民間
団体の知恵に委ねてみるのもいいのでは
ないかと提案したい。　

九州アルプスの麓に佇む長湯温泉の全景

旧郵便局などの空き家がつらなる通りの再生が始まった。

国や地方自治体の支援
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　いずれにしても。小さな温泉地ながら、
日本初の温泉療養保健制度を確立し、ヘ
ルスツーリズム大賞も獲得してきた長湯
温泉である。ドイツとの 30 年以上に及
ぶ温泉文化交流を活かして、地域特性を
逆手に取った戦略で先進的、先導的な挑
戦をしている温泉地が、外湯めぐりの施
設や飲泉施設を、そして天然炭酸泉を掛
け流しで活用しているクアハウスを基軸
にして今一度「奇跡」を実現させたいも
のだと秘かに期待する。

クアハウスでの湯中運動。温泉と健康をテーマにした
温泉地づくりが進んでいる。

チェコのカルロビバリーを意識した飲泉場はブラホ
ビッチ博士の監修による。敷地内には温泉療養保健制
度が解説されている。

厚労省認定の連携型健康増進施設の運用がスタートした。

国の支援を受けるべく豊富町と仙北市と竹田市とで
温泉力地域協定を結んだ。立会人は健康と温泉フォー
ラムの三友会長

文字で訴える機会が求められる。課題は炭酸泉の効能
が表記できるなどAI によるエビデンスの構築が重要
な作業となる。

クアハウスの建設には地方創生の補助金を充当した。
（当時の石破茂担当大臣との協議）

温泉による健康づくりを提唱していく長湯温泉だが、
（一社）日本健康開発財団（栗原理事長）の協力が頼もしい。


